
 

 

 

 

 

 

 

 

新年おめでとうございます。皆様明るい新年をお迎えの事と

思います。昨年は学校創立 20周年にあたり、平成 27年 7月 27

日に深谷市民文化会館で校歌披露コンサートを行いました。青

島広志先生と小野勉氏のテノールで楽しい会でした。校歌は美

しい曲で歌いやすくこれから皆様に愛され歌い継がれていく

ことでしょう。また平成 27年 11月 11日、12日に行われた 

ケーススタディ発表会はとても立派な内容で感動しました。 

 さて、これからは「看護学の勉強に集中しましょう！！」 

学年の終わりに近づきました。学生は皆、特に 3年生は体調管

理に気を付けて自分の力を傾け勉強に取り組んで下さい。勉強

に取り組むと勉強の楽しさがわかってきます。そして、「ああ、

私は勉強が好きなのだ！」と思えるようになってくるのです。

学べば学ぶ程学問の面白さがわかり、「もっと勉強したい！」と

思うようになります。時間が限られていますから時間を無駄に

せず、自分のやるべき事を自分で決めて勉強して下さい。集中

して勉強する事が大切です。仲間がいます。みな立派な看護師

になるため勉強しているのです。3年生の教室には「全員合格」

のスローガンが掲げられています。ひとりひとりの努力が大切

です。勉強していくと自然に皆様の人間性や人格が向上して、

看護師として深みのある人間になっていくことと思います。決

して「だめだ」とは思わないで下さい。この学校はひとりひと

りの学生を大切にして、立派な看護師になれるよう教育してい

るのです。自分の力を信じて神より受けた勤めである看護師に

なって下さい。 

 2 年課程通信制の皆様は看護の現場を知っていますから、勉

強すると新しい発見があり、看護の面白さを深く理解する事が

できます。決してあきらめずに努力をして下さい。物事がうま

くいかず最悪の時でさえ、明るさを失わず看護師の持つ優しさ

や思いやりの心を持っていれば、きっとよい結果を得る事がで

きます。 

 仕事と家庭と勉強でとても大変な事とは思いますが、どう

か頑張って下さい。今までの国家試験の合格率は全国トップ

クラスですから、どうか頑張って下さい。体調管理もよく行

い、皆で目的を達成させるため頑張りましょう！

 

 

                  
                  
                  

 
 

 

 

 

 

 

看護学の勉強に集中しましょう！      学校長 大坪公子   
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平成 27 年 10 月 16 日（金）に 2 年生 19 回生が主体となり秋の交流 

会を行いました。仮装イベントを通じて、臨地実習のアドバイスな 

ど情報交換する機会にもなり、大変有意義な時間となりました。 

交流会係としてハロウィーンパーティをテーマに、全員で仮装

をして、ゲームやコンテストを楽しむという企画をしました。初

めての試みだったこともあり、皆に理解してもらえるよう説明を

し、全員で楽しめるゲームになるよう力を入れました。 

 仮装コンテストでは代表者がミニオンズやゾンビなど、全身

仮装でなりきって花道を歩き、その周りに人が集まり、写真を撮っ

たり名前を呼んだり、拍手で盛り上がっていました。また、ミイ

ラゲームでは授業で習った包帯法を活用し、グループ全員でトイ

レットペーパーを人の身体に時間内で隙間なくきれいに巻けるか

を採点しました。モンスターダンシングでは、曲に合わせて踊り、

皆が笑顔で楽しんでいました。その様子をみて、今まで頑張って

きて良かったという気持ちになりました。 

 実際に実現し成功できたのは、交流会係、グループを引っ張っ

てくれた 2 年生、企画を一緒に考えて下さった先生方、なりきって

仮装してくれた皆のおかげです。今回係として参加したことで、

達成感も得ることができました。すこしでも思い出に残る交流会

になっていたら嬉しいです。皆さんありがとうございました。 
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■秋の交流会係を終えて  

19回生 竹永 好佑 



平成 27 年 10 月 24 日（土）深谷ビッグタートルで開催した深谷

市主催「福祉健康まつり」に2年生 19回生が参加しました。

油を使ったハンドマッサージやナースキャップづくりなどを

行い、地域の方々と交流し、充実した1 日を過ごしました。 

私達の企画は、ハンドマッサージとナースキャップ作り、赤ちゃ

ん抱っこでした。7月頃から担当のグループを決め、夏休みには各

グループで看板作りやマッサージの練習をしました。また揃いの

ポロシャツを作成し、クラスで団結して当日に臨みました。 

ナースキャップづくりでは、子供だけではなく大人の方なども

団体で来られ大盛況でした。小さな子供達がナースキャップを付

け、楽しそうに遊んでいたり、喜んで親に見せている姿が見られま

した。 

ハンドマッサージのブースではマッサージを通して、様々な市

民の方とコミュニケーションを図ることもできました。長い行列

ができ、たくさんの方と触れ合うことが出来ました。 

 赤ちゃん抱っこでは、子育ての頃を思い出すかのように、「懐か

しいね～。」などの声が聞かれました。領域別実習前のせっぱつまっ

ている時期に、このイベントに参加したことで、気分転換が出来ま

した。そして実習に立ち向かう勇気をもつことが出来ました。 

平成 27 年 11 月 18 日（水）に「統合と実践実習Ⅱ」の面接授業を行い

ました。災害現場で必要なトリアージの演習を行い、知識、技術向

上に繋がる内容でした。皆さん積極的に取り組みました。 

■看護の統合と実践実習Ⅱ 面接授業での学び 

2年課程通信制 3回生 小熊 華嘉 

▲来場された方に「胡麻油」か「アロマオイル」どちらかを選んでいただき、ハンドマッサージを行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入学後の時の流れは早いもので、国家試験受験まで残すと

ころ 90 日を切りました。2 年間がこんなに早いと感じたのは

初めてです。仕事と育児と家事、そして勉強とで「24 時間が

短い」と日々感じています。キリンのように 5 分の睡眠で生

きることができる生き物であればもっと時間を使うことがで

きるのにと思います。 

 さて、今日は統合と実践実習の面接授業を受講しました。講

義では深谷赤十字病院の DMATの看護師が、災害現場での実際

の活動などを説明してくださいました。DMAT は 1995 年の阪

神・淡路大震災で、初期救急体制が不備だった為、救えたはず

の多くの人命を失った苦い教訓から生まれた制度である災害

派遣医療チームであるという事を知りました。実際にトリア

ージの演習も体験しましたが、わずか 30秒の間に負傷者の重

傷度、緊急度などを一人で判断し、０～Ⅲの 4 段階に区分し

ていかなければならず、「本当にこの判断で正しいのか」と不 

 

安になりました。現地では、地震や津波、火災や事故現場など

悲惨な状況下で確実なトリアージをしなくてはならず、一人

一人を容易には観察することができない状況なのだろうと想

像し、トリアージの大変さや難しさを感じました。 

 いつ起こるか分からない災害や事故に対し普段から気を付

け、事前準備をしておくことの大切さを実感しました。また、

起きた際には看護師として何ができるのかを考える事、一人

でも救える命を絶やさないように看護できる事を目指したい

と思います。その為には、確かな知識と技術を体得できるよう

に今後も学び続けていきたいと思います。 

 

 

 

 

■地域と交流できた福祉健康まつり 

19回生 後藤 汐里 



平成 27 年 11 月 11,12 日に 3 年生 18 回生が、2、3 年次の臨地実習で患者さんと関わっ

た事例を一つ取り上げて考察した看護研究の発表会を行いました。実習先で指導し

てくださった看護師の皆様もお迎えし、3 年間の「学んだ証し」を披露する集大成です。 

■ケーススタディ発表会を終えて 

18回生 野口 涼子 

■ケーススタディ発表会に参加して 

20回生 伊藤 美貴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たち、20回生は平成 27年 12月 7～16日まで初めての実

習となる基礎看護学実習Ⅰに行きました。 

患者様を受け持たせて頂くなかで、相手の態度や言葉に関

心を寄せ傾聴することや不安や苦しみに共感し、寄り添うこ

との大切さを学ぶことができました。同時に、人間関係の形

成においてコミュニケ―ションの難しさを感じました。私は

会話の中で患者様が時々閉眼する様子を見て、疲れてしまっ

たのか、話をしたくないのかわからず困ってしまう場面があ 

 

 

りました。そこで、学生カンファレンスで患者様の閉眼時の

対応について意見交換を行いました。グループメンバーから

の様々な意見を聞くことにより、勝手な思い込みで患者様を

決めつけないことや、患者様自身に直接問いかけてみる事が

必要だと学びました。 

今回の実習を通して、患者様一人ひとりの個別性に合った

援助を行うためには、患者様や御家族、看護師や医師、他職

種の方々と人間関係を形成することが大切であると改めて理

解することができました。次の基礎看護学実習Ⅱでは、さら

に対象理解を深め、安全安楽な援助を目指して知識・技術・

態度を身につけられるよう日々精進していきたいです。 

 

11月 11，12日にケーススタディ発表会が開催されました。 

しっかりとした発表内容や、講評、活発な質疑応答によりとても

充実した会になりました。ご協力いただいた皆様に深く感謝し

ています。発表を聴き、改めて看護の多様性、自分なりの看護観

を持つ必要性を感じました。 

1年間の実習を振り返ると、一人ひとり個別性がある患者さん

に対して、どのように関わり信頼関係を築いていけばよいのか、

患者さんが何を必要としているのか解らず悩み、戸惑うことも

ありました。しかし、周りの人たちの支えもあり、一歩一歩前進

し最後まで辿り着くことができました。 

実習や発表を通して、患者さんの個別性を尊重することや、

信頼関係を築く大切さ、知識や経験の大切さ、目的や目標を持っ

て行動することの大切さなどを学ぶことができました。より

質の高い看護を提供できるよう日々努力していきたいと思います。  

 次はいよいよ国家試験があります。残りの時間を有意義に

使い、最後まで諦めず、気を抜かず、全員合格を目指して頑張っ

ていきたいと思います。 

初めてケーススタディ発表会に参加し、看護の在り方に

ついて深く考える機会をいただきました。先輩方は患者様

を観察することで一人ひとり個別性を捉え、何が未充足で、

どのような援助をすべきなのかを深く考え、科学的根拠に

基づいた看護を行っていました。 

 私が一番心に残ったのは終末期患者への看護です。患者

様のストレスに対して、常に寄り添うことで患者様の心が

開かれ心理的緩和をもたらしていました。言葉はなくても、

そっと側に寄り添う看護は、患者様にとってより良い看護

になると学びました。 

 先輩方の看護から、ヘンダーソンの看護の概念に示され

ている『看護は、自立に向けて援助する無限の変容形のある

活動である』ことがよく理解できました。 

私も先輩方のように患者様の目線に立ち、多方面から個

別性を捉え援助することで、一人ひとりがその人らしい生

活に戻ることを目指した看護をしたいと思いました。その

ためにも日々の学習を大切に成長していきたいです。 

 

平成 27 年 12 月 7 日～16 日までの約 2 週間、1 年生 20 回生が病棟 

で初めての実習を行いました。患者さんの生活状況に応じた適切な 

対応や援助、コミュニケーションを取ることの基本を学びました。 

■基礎看護学実習Ⅰを終えて 

20回生 渡邉 瑠衣 
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